
実験病理組織技術研究会 

第 30 回記念総会・学術集会 プログラム 

 

開催日：6 月 27 日（木）1 日目 受付：12:00～ 

 

総合司会：前田 圭子 

挨拶 実行委員長：五十嵐 功  [13:00～13:05]  

 

 

記念講演 [13:05～13:35] 座長：齋藤 美佐江 

 「実験病理組織技術研究会研究会 30 周年を迎えて」 

宍戸 隆男 先生  実験病理組織技術研究会 名誉会員 

  

研究発表Ⅰ [13:35～14:05] 座長：望月 貴治 

1. ラット肝臓および腎臓におけるマッソン・トリクローム染色および渡辺鍍銀染色の検討 

～マイクロウェーブによる賦活化の効果について～ 

〇松枝 萌、池田 裕樹、亀田 森羅、河村 みどり、中野 健二 

株式会社サンプラネット 安全性・支援 U バイオマーカー・イメージング G 

 

2. 切り置き切片におけるマッソン・トリクローム染色の染色性 

〇渡辺 秀幸，山口 浩美，河上 明美 

メディフォード株式会社 熊本研究所 病理研究部 熊本病理グループ 

 

研究発表Ⅱ [14:05～14:35] 座長：宮本 由美子 

3. オスミウム染色の有効性について 

〇村上 舞、土谷 明穂、加藤 友美、阿部 麻紀、出口 聡子、重末 由紀子、金林 智倫 

株式会社バイオ病理研究所 

 

4. 薄切時使用の酢酸及び界面活性剤による免疫染色への影響 

〇大塚 茉依、山下 渚、橋本 宏美、大熊 健司 

株式会社ケー・エー・シー 

 

休憩  [14:35～14:50] 

 

招待講演Ⅰ [14:50～15:50] 座長：中野 健二 

「毒性病理学と安全性評価 -発がん性の機序解明-」 

古川 賢 先生  日産化学株式会社 企画本部 

 

休憩  [15:50～16:00] 
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招待講演Ⅱ [16:00～17:00] 座長：五十嵐 功 

 「病理技術者との協働により深められる病理組織学的変化の解釈」 

鈴木 雅実 先生    一般社団法人 日本毒性病理学会 理事長 

公益財団法人 実中研 トランスレーショナルリサーチ部門長 

 

＜懇親会＞[17:30～19:30] 司会：池田 裕樹 

      会場：2 階バンケットルーム（蓬莱） 
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6 月 28 日（金）2 日目 受付：9:10～ 

 

 
研究発表Ⅲ  [9:30～10:15] 座長：寺尾 壽子、遠藤 悦美 

5. 固定液及び EDTA 脱灰の条件によるサフラニン O 染色への影響 

〇橋本 宏美、大塚 茉依、山下 渚、大熊 健司 

株式会社ケー・エー・シー 

 

6. ラット大腿骨におけるパラフィン切片風乾方法の検討 

〇木下 恵華、四郎丸 千恵、山田 剛士、渡辺 秀幸 

メディフォード株式会社 鹿島研究所 病理研究部 

 

7. マウス腓腹筋における ATPase 染色の検討 

〇白石 彩香、宮内 泰 

株式会社鎌倉テクノサイエンス 

 

研究発表Ⅳ  [10:15～11:15] 座長：米澤 美恵、三好 貴子 

8. ラット下垂体前葉の塩基好性細胞の局在分布に関する検討 

〇大澤 徹也、袴田 志野婦 

第一三共株式会社 研究開発本部 安全性研究所 

 

9. 融解方法の違いによる組織の変化～その 2～ 

〇山下 渚、大塚 茉依、橋本 宏美、大熊 健司 

株式会社ケー・エー・シー 

 

10. 組織切片自動作製装置運用に際しての課題と改善策および作業効率の向上について 

〇大道 卓恭、寺山 由依、三木 正司、小玉 浩信、吉川 剛 

大塚製薬株式会社 

 

11. ラット消化管への固定液注入の影響について 

   〇藤木 勝也 

     田辺製薬株式会社 創薬本部 安全性研究所 

 

休憩  [11:15～11:25] 
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《総 会》 [11:25～12:00] 司会：前田 圭子 

議長選出 

1． 2023 年度活動報告 

2． 2023 年度会計報告及び監査報告 

3． 2024 年度活動計画 

4． 2024 年度予算案 

5． 役員改選 

6． その他（資格認定制度について、HP ドメイン変更について、特別会員･功労会員について） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 昼食 [12:00-13:00]＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

賛助企業からの情報提供 [13:00～13:20] 座長：袴田 志野婦 

1. パラフィンブロック自動面出し装置 AT-192 について 

〇永田 大悟 

      株式会社大日本精機 

 

2. ３DHISTECH TMA 自動作製装置のご紹介 

   〇大橋 健太 

     PHC 株式会社 

 

コントロールサーベイ調査報告 [13:20～13:50]  

  アンケート報告：明間 聡史 

  評価結果報告：永田 百合子 

 

教育講演Ⅰ [13:50～14:50] 座長：渡辺 秀幸 

「免疫組織化学の変遷とその未来」 

谷 洋一 先生  ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社          

 

休憩  [14:50～15:00] 

 

教育講演Ⅱ [15:00～16:00]  座長：萩原 孝 

「ホルマリン固定の遺伝子への影響」 

渡辺 明朗 先生  元サクラファインテックジャパン株式会社 

 

閉会挨拶 副実行委員長：中野 健二  [16:00] 

 

 

 


